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はばたけ！
有年っ子

明日、２学期の終業式を迎えます。2学期は、音楽会や自然学校、修学旅行等の学年行
事や学校行事がたくさんありました。
コロナ禍前のように、多くの方とふれ合うことができるようになり、どの学年も充実し

た教育活動を行うことができました。コミュニティ・スクールとして、地域とのつながり
が多くもてたことも、子ども達の成長につながったとうれしく思っています。どの活動に
おいても、子ども達は意欲的に取り組み、生き生きとした姿と笑顔を見せてくれました。
保護者の皆様、地域の皆様には、格別のご理解と温かいご支援をいただきましたこと、

お礼申しあげます。

12月19日に、東有年八幡神社に絵
馬を奉納しました。
今年で二年目の取組です。
６年生の高本さんのデザインをもと

に、6年生が見事な龍の絵を描き上げ
てくれました。力強く、たくましい姿
の中に、やさしさも感じられる龍に仕
上がりました。全校児童が自分の名前
を書き入れています。
高台の神社の龍は、まさに「昇り龍」

です。天に昇る龍のように、来年も有
年っ子達の活躍が楽しみです。
ぜひ、間近でご覧ください！

『千種の苑』訪問を、４年ぶりに再開することができました。１・２・３・４年生が歌
や音読を披露し、千種の苑のみなさんと､楽しい時間を過ごすことができました。
自分達の歌や音読、発表で、おじいさんやおばあさんが笑顔になってくれたことに、う

れしさと達成感を感じた子ども達です。これからも温かい交流を続けていきたいです。
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きっかけは、３年生のはりま台地区
の子ども達が、地区に落ちているゴミ
に気付いたことでした。
その後、ふるさと有年学習で「里山

探検」に行き、そこでもゴミが多く捨
てられていることに危機感をおぼえ、
「ぼくたちで何かできないか？」と考
えました。
まず、休みの日に自主的に地区のゴ

ミ拾いを行いました。そして、ゴミを
減らすために地域に呼びかけるポスタ
ーづくりに取りかかりました。
学級会で話合い、５人で協力して仕

上げました。自分たちでやろうと決め
たことをやり遂げた姿は、素晴らしい （撮影日に田淵さんは欠席でした。
です。 ５人の気持ちがこもったポスターです！）

５年生がアートマイル国際
協働学習で、メキシコの小学
生交流を進めています。
今年も学習テーマにあわせ

た壁画を作成しました。
左半分は有年小の５年生が、

右半分はメキシコの友だちが
描き、一つの作品が仕上がり
ます。
どんな作品になるのか楽し

みです。

２学期の「あゆみ」について

終業式に、担任より２学期の成績表「あゆみ」を子どもたちに手渡します。
１学期は、個別懇談会で子どもたちの学校でのがんばりや成長の様子、これから

の課題等についてお話しさせていただきました。２学期は、個別の面談時間を設け
ませんので、「あゆみ」の中の「所見欄」「評価欄」に文章記述で子どもたちの様子
を記載させていただきます。
今年度、文章記述の内容や文末の見直しを行いました。有年小学校では次のよう

に記載します

①所見欄は、保護者の方への通信ですので「敬体（～でした。～できました。等）」で記載。
②「総合的な学習の時間」や「外国語活動（３・４年）」「特別の教科道徳（学年末に評価）
は評価ですので、「常体（～していた。～できた。等）」で記載。

となります。担任や専科教員が捉えた子どもたちの様子
を短い文章でわかりやすくお伝えします。
何卒、ご理解のほど、よろしくお願いします。

今年も大変お世話になりました。ありがとうございました。
年末年始をまたぐ冬休みは、日本ならではの行事や文化にふれながら、

家族で過ごす時間も多くなると思います。
どうぞ、よいお年をお迎えください。


